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講師経歴講師経歴講師経歴
山田智久（やまだともひさ）　
西南学院大学外国語学部
教授・言語教育センター長

ロンドン大学教育研究所より修士（MA
in
Modern
Foreign
Languages
in
Education）、北海

道大学より博士（学術）を取得。ロンドン大学東洋アフリカ学院ランゲージセンター、佐賀

大学留学生センター、北海道大学高等教育推進機構を経て2021年より現職。研究領域は教

育工学と教師教育。特に、教師がICTやAIを使用する際の意思決定モデルについて研究を進め

ている。

研究活動の傍ら、日本語教師のICTリテラシー向上を目指した講演・研修活動も積極的に推

進。北海道大学では2014～2018年まで5年連続でエクセレント・ティーチャーズに選出。

主な著書に『ICTの活用（第二版）（単著）』、『日本語教材研究の視点（分担執筆）』、『日本語

教師のためのアクティブ・ラーニング（共著）』、『オンライン授業を考える（編著）』、『AIで

言語教育は終わるのか？（分担執筆）』等がある。

ラグビーと登山が大好きな生粋の道産子。
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